
県本部例会（平成30年４月２１日）

なお今回の単写真の参加点数は１２５作品、組写真は５６作品でした。

単写真の部上位者

石川　イサノ 越谷
一瀬　と富佐男 デジタルスクール
岡部　美智子 デジタルアート
高橋　範人 大宮
服部　清次 川越
松澤　江津子 ネーチュアーフォト
小林　伸一 越谷
髙田　君子 彩北
桜井　百合子 フォトいるまの
田村　真由美 女性
堀之内　稔 越谷
伊藤　文男 ネーチュアーフォト

講　師　　笠原　将　先生 組写真の部上位者

一瀬　邦子 女性
竹川　義之 川越
服部　清次 川越
一瀬　邦子 女性
坂巻　時子 越谷
田村真由美 女性
坂巻　時子 越谷
小林千津子 川口
宮川　綾子 川口
田村真由美 女性
不破　隆夫 フォトいるまの

組　写　真　の　閲　覧 小林千津子 川口

・　みなさまのご参加をお待ちいたします。

※　　次回県本部例会　平成３０年７月２１日（土）　１３時１５分から
県民活動センター　第二会議室（レストラン棟４階）

秋の県本部例会　10月21日（日）の予定です。

 平成30年度の春の県本部例会が４月２１日（土）１３時１５分から県民活動センターで７２名の
出席をもつて開催されました。席上昨年度県本部例会年度賞の表彰式が行われました。その
あと講師１７名の紹介並びに担当１１名紹介がありました。
また、恒例のフォトレッスンは笠原将先生の「過去の作画」と「現代の自然描写」というタイトル
で主に雪の造形写真について語っていただきました。
合成写真の面白さや、簡単に取れそうな雪の写真は気象条件や雪の形、きれいな雪質、撮る
角度などいろいろな条件があり、白を強調しながら表現するのがなかなか難しいと言います。


